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米
軍
下
の
自
衛
隊
戦
争
態
勢

持
ち
回
り
で
解
決
さ
れ
る
は
ず
だ
が
、
初
代
司
令
官
に
陸
・

海
・
空
い
ず
れ
の
将
官
が
就
任
す
る
か
に
注
目
し
よ
う
）。

そ
れ
以
上
に
重
要
な
の
が
、「
日
米
同
盟
の
ど
ち

ら
が
」
有
事
に
お
け
る
指
揮
権
を
有
す
る
か
で
あ

ろ
う
。「
だ
れ
が
“
日
米
同
盟
軍
”
を
指
揮
す
る

か
」
に
よ
っ
て
、（
も
し
米
軍
指
揮
が
明
記
さ
れ
れ
ば
）

自
衛
隊
の
性
格
は
「
専
守
防
衛
」
か
ら
決
定
的
に

逸
脱
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
こ
と
ば
―
―
「
指
揮
の
統
一
は

戦
争
に
お
い
て
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
二
つ

の
軍
隊
は
決
し
て
同
じ
舞
台
の
上
に
お
か
れ
て
は

な
ら
な
い
」
―
―
を
持
ち
だ
す
ま
で
も
な
く
、
軍

事
組
織
に
と
っ
て
「
そ
れ
ぞ
れ
が
指
揮
す
る
」（
木

原
防
衛
相
）
な
ど
あ
り
え
な
い
。
自
衛
隊
指
揮
官

が
日
・
米
軍
に
君
臨
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い

の
で
、
結
局
「
日
米
連
合
軍
」
は
米
軍
指
揮
官
の

も
と
で
戦
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
詳
細
に
言

及
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、「
三
矢
研
究
」（
昭

和
38
年
度
総
合
防
衛
図
上
研
究
）
は
、
朝
鮮
戦
争
の
再

発
を
想
定
し
た
米
軍
・
自
衛
隊
の
戦
闘
計
画
で
、

核
心
の
問
題
は「
だ
れ
が
自
衛
隊
を
指
揮
す
る
か
」

に
あ
っ
た
。

な
に
よ
り
国
会
論
戦
の
活
性
化
を

で
は
、
ど
の
よ
う
に
対
抗
し
て
い
く
こ
と
が
可

能
だ
ろ
う
か
？

近
年
、“
火
を
噴
く
よ
う
な
”
国
会
論
戦
を
欠

い
た
審
議
が
常
態
化
し
て
き
た
。「
日
米
首
脳
声

明
」
や
「
有
識
者
会
議
に
よ
る
提
言
」
に
は
じ
ま

り
「
閣
議
決
定
」
で
完
了
す
る
行
政
主
導
方
式
手

法
が
も
っ
ぱ
ら
だ
っ
た
。
安
倍
内
閣
の
「
安
保
法

制
」
に
は
じ
ま
り
、
菅
内
閣
に
よ
る
「
敵
基
地
攻

撃
能
力
」
導
入
、
そ
し
て
岸
田
政
権
の
「
日
米
共

同
声
明
」と
い
う
天
の
声
︙
︙
。
こ
と
ご
と
く「
共

同
声
明
」（
な
い
し
「
提
言
」）
～
「
閣
議
決
定
」
に

よ
る
積
み
重
ね
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、

「
60
年
安
保
国
会
」
の
特
別
委
員
会
に
お
け
る
、

1
ヵ
月
以
上
に
わ
た
る
熱
の
こ
も
っ
た
論
戦
―
―

結
局
は
警
官
隊
導
入
に
よ
る
強
行
採
決
に
終
わ
っ

た
が
―
―
に
匹
敵
で
き
る
も
の
が
、
そ
こ
に
は
な

い
。（「
三
矢
研
究
」
の
よ
う
な
）
爆
弾
質
問
も
す
っ

か
り
消
え
て
し
ま
っ
た
。

米
日
比
首
脳
会
談
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
民
衆
に

何
を
も
た
ら
す
の
か

大
橋
成
子

国
会
論
戦
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
、
そ
こ
か
ら

は
じ
め
る
し
か
な
い
の
だ
が
、
肝
心
の
野
党
第
1

党
が
「
統
合
作
戦
司
令
部
設
置
」
に
賛
成
す
る
あ

り
さ
ま
で
は
、そ
れ
も
心
も
と
な
い
。「
シ
ョ
ッ
ク
・

ド
ク
ト
リ
ン
」。
た
と
え
ば
、
菅
内
閣
に
よ
り
開

始
さ
れ
た
「
米
艦
防
護
任
務
」、
そ
れ
を
遂
行
中

の
海
自
・
護
衛
艦
が
、「
中
国
艦
と
の
戦
闘
に
巻

き
こ
ま
れ
た
」
と
い
う
南
シ
ナ
海
発
の
緊
急
報
を

待
つ
し
か
な
い
の
だ
ろ
う
か
？　

そ
れ
は
「
日
中

再
戦
」
を
意
味
し
、
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
だ
が
、
現
状
は
そ
こ
に
近
づ
い
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
て
な
ら
な
い
。

（
ま
え
だ
・
て
つ
お
／
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

今
年
４
月
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
異
常
な
猛
暑
に
見
舞

わ
れ
た
。
例
年
こ
の
時
期
は
平
均
気
温
が
30
℃
半

ば
ま
で
上
が
る
一
年
で
最
も
暑
い
季
節
だ
が
、
今
年

は
暑
さ
指
数
が
40
度
を
超
え
、
ル
ソ
ン
島
中
部
で
は

体
感
温
度
が
47
℃
ま
で
上
昇
し
た
と
い
う
。

こ
の
記
録
的
猛
暑
を
受
け
て
、
全
国
数
千
以
上

の
公
立
学
校
で
す
べ
て
の
授
業
が
2
日
間
休
止
さ

れ
、
３
６
０
万
人
の
児
童
た
ち
に
大
き
な
影
響
が

出
た
。
教
育
予
算
が
少
な
い
理
由
か
ら
、
ほ
と
ん

ど
の
公
立
学
校
に
は
冷
房
が
完
備
さ
れ
て
い
な

い
。
リ
モ
ー
ト
授
業
が
推
奨
さ
れ
た
が
、
国
内
に

は
ネ
ッ
ト
環
境
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
地
域
や
家

庭
は
ご
ま
ん
と
あ
る
。

米
比
合
同
演
習
に
自
衛
隊
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加

猛
暑
の
被
害
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
ル
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ソ
ン
島
北
部
で
は
、
水
位
が
50
メ
ー
ト
ル
も
下
が

り
、
干
上
が
っ
た
ダ
ム
の
底
か
ら
３
０
０
年
前
に

建
て
ら
れ
た
と
い
う
教
会
な
ど
の
遺
構
が
出
現
し

た
。
そ
こ
は
戒
厳
令
下
の
70
年
代
、「
開
発
独
裁
」

と
呼
ば
れ
た
前
マ
ル
コ
ス
政
権
時
に
日
本
の
政
府

開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
に
よ
る
ダ
ム
建
設
で
水
没

し
た
街
だ
っ
た
。

異
常
気
象
に
よ
る
電
力
不
足
、
水
不
足
で
日
常

生
活
に
大
き
な
支
障
が
出
た
最
中
、
多
額
の
資
金

を
使
っ
た
米
比
軍
事
合
同
演
習
バ
リ
カ
タ
ン
24

が
、
4
月
22
日
か
ら
パ
ラ
ワ
ン
島
・
ル
ソ
ン
島
を

中
心
に
展
開
さ
れ
た
。
パ
ラ
ワ
ン
島
は
南
沙
諸

島
が
続
く
南
シ
ナ
海
に
面
し
、
ル
ソ
ン
島
の
基

地
は
台
湾
か
ら
わ
ず
か
４
０
０
キ
ロ
に
位
置
す

る
。
報
道
に
よ
れ
ば
、
過
去
最
大
規
模
と
な
る

１
万
７
６
０
０
人
が
参
加
し
、
日
本
の
航
空
自
衛

隊
は
今
回
初
め
て
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し

た
。

米
日
比
3
ヵ
国
共
同
声
明
：
イ
ン
ド
太
平
洋

を
視
野
に
入
れ
た
経
済
協
力
と
軍
事
力
拡
大

合
同
演
習
に
先
が
け
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
開
催
さ

れ
た
米
日
比
首
脳
会
談
で「
共
同
ビ
ジ
ョ
ン
声
明
」

が
発
表
さ
れ
た
。（
4
月
11
日
）

か
な
り
長
文
の
声
明
は
、「
我
々
３
か
国
は
イ

ン
ド
太
平
洋
地
域
に
お
い
て
、
永
続
的
か
つ
包
括

的
な
経
済
成
長
及
び
強
靭
性
を
促
進
す
る
こ
と
を

決
意
す
る
」
と
い
う
文
章
で
始
ま
り
、
同
地
域
へ

の
「
経
済
援
助
の
強
化
」
と
「
軍
事
協
力
の
拡
大
」

の
重
要
性
に
つ
い
て
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
。

軍
事
面
で
は
、「
南
シ
ナ
海
で
の
中
国
に
よ
る

危
険
か
つ
攻
撃
的
な
行
動
に
断
固
反
対
す
る
」
と

し
た
上
で
、
イ
ン
ド
太
平
洋
を
視
野
に
入
れ
た
軍

事
力
拡
大
を
強
調
。
さ
ら
に
「
２
０
２
４
年
の
イ

ン
ド
太
平
洋
で
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
は
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
沿
岸
警
備
隊
及
び
日
本
の
海
上
保
安
庁
を
米
国

沿
岸
警
備
隊
の
船
舶
に
迎
え
3
か
国
間
の
合
同
訓

練
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
韓

国
と
の
防
衛
協
力
を
拡
大
し
、
来
年
の
バ
リ
カ
タ

ン
25
を
準
備
す
る
」
と
、
具
体
的
な
予
定
に
も
触

れ
て
い
る
。

経
済
協
力
に
つ
い
て
は
、「
米
日
比
3
か
国
は
、

イ
ン
ド
太
平
洋
に
お
け
る
最
初
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・

イ
ン
フ
ラ
・
投
資
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｆ
）

の
経
済
回
廊
づ
く
り
に
連
携
し
、
そ
の
一
部
と
し

て
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
「
ル
ソ
ン
回
廊
」
を
立
ち
上
げ

る
」
と
発
表
し
た
。
こ
れ
は
、
ス
ー
ビ
ッ
ク
、
ク

ラ
ー
ク
、
マ
ニ
ラ
、
バ
タ
ン
ガ
ス
港
間
を
連
結
さ

せ
る
構
想
で
、「
鉄
道
・
港
湾
の
近
代
化
、
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
重
要
鉱
物
・
半
導
体
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
展
開
な
ど
、
影
響
の
大
き
な
イ
ン
フ

ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
投
資
を
加
速
さ
せ
る
」
と

し
て
い
る
。
こ
の
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
向
け

て
、
日
本
の
政
府
開
発
援
助
及
び
民
間
部
門
の
投

資
は
、
昨
年
の
６
０
０
０
億
円
を
大
き
く
上
回
る

と
み
ら
れ
て
い
る
。（
共
同
ニ
ュ
ー
ス　

２
０
２
４
年

5
月
3
日
）

筆
者
が
本
誌
（
１
９
８
号
、
２
０
２
３
年
8
月
）
に

掲
載
し
た
、「
台
湾
有
事
」
と
日
米
に
よ
る
フ
ィ

リ
ピ
ン
再
軍
事
化
の
動
き
は
、
今
年
に
な
っ
て
さ

ら
に
加
速
し
た
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
と
は
別
に
、
日
本
政
府

が
無
償
資
金
協
力
を
「
同
志
国
」
の
軍
事
活
動
に

提
供
す
る
「
政
府
安
全
保
障
能
力
強
化
支
援
（
Ｏ 米日比会談
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Ｓ
Ａ
）」
を
創
設
し
て
ち
ょ
う
ど
１
年
。
自
衛
隊

が
南
シ
ナ
海
ど
こ
ろ
か
イ
ン
ド
太
平
洋
の
領
域
ま

で
進
出
す
る
道
筋
が
着
々
と
作
ら
れ
て
い
る
。

砂
上
の
楼
閣

し
か
し
、
こ
れ
ほ
ど
の
軍
事
増
強
と
巨
大
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
素
地
や

体
力
、
体
制
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
ど
れ
ほ
ど
持
ち
え

て
い
る
の
か
、
大
き
な
疑
問
が
残
る
。

そ
も
そ
も
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
軍
隊
は
、
共
産
主
義

を
掲
げ
る
新
人
民
軍
や
イ
ス
ラ
ム
分
離
独
立
運
動

な
ど
、
国
内
の
反
乱
鎮
圧
を
目
的
に
組
織
さ
れ
て

き
た
。
過
去
の
米
比
合
同
演
習
も
、
23
年
前
ア
メ

リ
カ
で
起
き
た
９
・
11
事
件
を
契
機
に
、
国
内
の

イ
ス
ラ
ム
武
装
勢
力
の
一
掃
を
図
る
こ
と
に
集
中

し
て
き
た
た
め
、
対
ゲ
リ
ラ
戦
に
強
い
陸
軍
が
主

流
と
な
り
、
海
・
空
軍
の
戦
力
は
か
な
り
脆
弱
で

あ
る
こ
と
を
軍
事
専
門
家
た
ち
は
指
摘
し
て
い

る
。経

済
面
で
は
、
世
界
銀
行
や
投
資
家
た
ち
が
注

目
す
る
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
禍
前
後
で
も
国
内
総
生

産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
は
平
均
７
％
と
い
う
、
東
南
ア
ジ

ア
で
は
ベ
ト
ナ
ム
に
次
い
で
2
番
目
に
高
い
成
長

率
が
続
い
て
き
た
。
し
か
し
こ
の
「
成
長
」
を
牽

引
し
て
い
る
主
な
要
因
か
ら
は
、
あ
ま
り
に
も
脆

い
「
砂
上
の
楼
閣
」
の
よ
う
な
実
態
が
見
え
て
く

る
。

１
２
０
０
万
人
（
国
民
の
10
人
に
1
人
）
の
海
外

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
か
ら
の
送
金
。
２
０
２
１
年
最
高

総
額
4
兆
円
に
。（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
割
合
は
8
・
9
％
）

海
外
送
金
に
よ
る
個
人
消
費
の
拡
大
と
不
動
産

ブ
ー
ム
。
新
興
住
宅
街
・
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
・
商

業
施
設
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
。

中
国
政
府
の
投
資
拡
大
（
前
大
統
領
ド
ゥ
テ
ル
テ

時
代
か
ら
顕
著
）。
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
ビ
ル
ド
！

ビ
ル
ド
！
ビ
ル
ド
！
」
に
よ
っ
て
、
公
共
事
業
以

外
に
中
国
資
本
の
チ
ャ
イ
ナ
モ
ー
ル
、
カ
ジ
ノ
ホ

テ
ル
、
中
国
人
ユ
ー
ザ
ー
向
け
の
オ
ン
ラ
イ
ン
課

金
ゲ
ー
ム
の
拠
点
施
設
が
乱
立
（
中
国
内
で
賭
博
は

禁
止
さ
れ
て
い
る
た
め
）。

ビ
ジ
ネ
ス
・
プ
ロ
セ
ス
・
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

（
Ｂ
Ｐ
Ｏ
）の
台
頭
。欧
米
資
本
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

や
Ｉ
Ｔ
産
業
の
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
、
医
療
情
報
管

理
（
カ
ナ
ダ
・
米
国
の
電
子
カ
ル
テ
作
成
）、
日
本
ア
ニ

メ
（
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
・
ワ
ン
ピ
ー
ス
等
）
の
作
業
工

程
の
70
％
を
日
本
の
コ
ス
ト
の
30
％
で
仕
上
げ
る

等
、
国
際
的
下
請
け
業
の
拡
大
。

国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
60
％
が
サ
ー
ビ
ス

業
と
い
わ
れ
、
製
造
業
の
発
展
は
ほ
と
ん
ど
見
ら

れ
な
い
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
平
均
年
齢
は
わ
ず
か
24

歳
。
英
語
が
達
者
な
非
正
規
雇
用
の
若
い
労
働
力

と
海
外
か
ら
流
れ
る
巨
額
な
マ
ネ
ー
が
経
済
成
長

を
押
し
上
げ
て
き
た
。

追
い
つ
か
な
い
イ
ン
フ
ラ
整
備

一
方
、
急
激
な
成
長
に
道
路
や
鉄
道
、
水
・
電

力
供
給
な
ど
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
追
い
つ
い
て
い
な

い
の
も
事
実
だ
。

「
ル
ソ
ン
回
廊
」
構
想
で
は
、
30
年
前
に
撤
去

さ
れ
た
米
軍
基
地
ス
ー
ビ
ッ
ク
と
ク
ラ
ー
ク
が
再

浮
上
し
た
。
撤
去
後
、
両
地
区
は
関
税
ゼ
ロ
の
経

済
特
別
区
に
転
換
さ
れ
、
ス
ー
ビ
ッ
ク
に
は
、
前

述
し
た
よ
う
な
中
国
の
賭
博
ビ
ジ
ネ
ス
が
進
出

し
、
ク
ラ
ー
ク
に
は
韓
国
の
Ｉ
Ｔ
企
業
が
軒
を
並

べ
て
い
る
。

し
か
し
、
ル
ソ
ン
島
を
縦
断
す
る
「
回
廊
」
を

繋
ぐ
鉄
道
や
電
車
は
こ
れ
ま
で
皆
無
で
、マ
ニ
ラ
・

ク
ラ
ー
ク
間
の
飛
行
ル
ー
ト
以
外
は
、
自
動
車
・

ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
し
か
交
通
手
段
は
な
い
。
し
か

も
高
速
道
路
は
入
り
組
ん
で
お
り
、
慢
性
的
な
渋

滞
は
今
も
昔
も
フ
ィ
リ
ピ
ン
名
物
の
ひ
と
つ
に

な
っ
て
い
る
。

汚
職
の
温
床
に
流
れ
る
巨
大
な
資
金
援
助

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
進
歩
的
な
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
リ
ー

ダ
ー
で
知
ら
れ
ウ
ォ
ー
ル
デ
ン
・
ベ
ロ
ー
氏
は
、

米
国
の
国
際
ニ
ュ
ー
ス
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
・
ナ
ウ

（
24
年
4
月
12
日
）」
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
一
部
で
以

下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
マ
ル
コ
ス
大
統
領
は
、
国
防
と
外
交
政
策
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米
軍
下
の
自
衛
隊
戦
争
態
勢

を
実
質
的
に
米
国
に
委
託
し
て
い
る
。
し
か
し

私
が
こ
の
際
言
っ
て
お
き
た
い
の
は
、
マ
ル
コ

ス
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
国
益
を
ほ
と
ん
ど
考
え
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。彼
の
主
な
関
心
事
は
、

米
国
や
米
国
の
同
盟
国
に
隠
さ
れ
て
い
る
マ
ル

コ
ス
家
の
１
０
０
億
ド
ル
相
当
（
約
1
兆
円
）
の

財
産
を
守
る
こ
と
だ
。
つ
ま
り
、
マ
ル
コ
ス
一

族
に
よ
る
米
国
と
の
同
盟
は
、
実
の
と
こ
ろ
個

人
的
な
経
済
的
利
益
の
た
め
に
推
進
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
」

対
米
政
策
を
巡
っ
て
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
界
は

決
し
て
一
枚
岩
で
は
な
い
。
昔
は
盟
友
で
あ
っ
た

マ
ル
コ
ス
家
と
ド
ゥ
テ
ル
テ
家
は
、
米
国
か
中
国

か
で
対
立
し
、
副
大
統
領
サ
ラ
・
ド
ゥ
テ
ル
テ
（
前

大
統
領
の
長
女
）
は
政
界
内
の
味
方
を
動
員
し
て
、

急
速
に
米
国
寄
り
し
た
マ
ル
コ
ス
大
統
領
の
政
策

に
こ
と
ご
と
く
反
発
し
て
い
る
。
人
々
は
連
日
メ

デ
ィ
ア
に
よ
り
流
さ
れ
る
報
道
を
、
国
益
を
通
り

超
し
た
政
治
家
の
利
権
や
思
惑
が
渦
巻
く
茶
番
劇

だ
と
冷
静
に
観
て
い
る
。

恩
恵
は
ど
こ
へ
？

政
財
界
の
伝
統
的
・
構
造
的
な
汚
職
の
温
床
を

残
し
た
ま
ま
、
今
後
巨
大
な
資
金
が
フ
ィ
リ
ピ
ン

に
流
れ
込
む
。
そ
れ
は
日
銭
を
稼
ぐ
の
に
必
死
な

民
衆
に
と
っ
て
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
？　

か

つ
て
の
「
開
発
独
裁
」
に
よ
る
犠
牲
が
再
び
繰
り

返
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
？

３
ヵ
国
共
同
声
明
に
盛
り
込
ま
れ
た
「
重
要
鉱

物
の
安
定
供
給
」
の
一
環
と
し
て
、
早
速
、
電
気

自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
の
バ
ッ
テ
リ
ー
に
不
可
欠
な
ニ
ッ

ケ
ル
の
開
発
が
日
・
米
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
て
い

る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
世
界
第
2
位
の
ニ
ッ
ケ
ル
産

出
国
。
だ
が
問
題
は
、
天
然
資
源
や
鉱
山
は
必
ず

と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
先
住
民
族
が
生
き
る
地
域
に

集
中
し
て
お
り
、
乱
開
発
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
も

多
く
の
部
族
が
先
祖
代
々
の
土
地
を
追
わ
れ
て
き

た
。

巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
富
を
得
る
人
間
が
い
る

一
方
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
肩
に
は
年
々
累
積
す
る

対
外
債
務
が
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
る
。
加
速
す

る
日
米
の
経
済
・
軍
事
援
助
は
、
蒸
し
暑
い
教
室

に
押
し
込
ま
れ
る
児
童
た
ち
を
含
め
、
ど
の
よ
う

な
恩
恵
を
人
び
と
に
与
え
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う

か
？
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「
重
要
経
済
安
保
情
報
保
護
・
活
用
法
」と
憲
法

飯
島
滋
明

【
１
】「
新
た
な
戦
前
」

２
・
26
事
件
（
１
９
３
６
年
）
後
に
成
立
し
た

広
田
弘
毅
内
閣
は
大
軍
拡
を
実
行
し
た
。
大

軍
拡
へ
の
反
発
も
一
因
と
な
り
、
１
９
３
７
年

2
月
、
広
田
弘
毅
首
相
は
退
陣
に
追
い
込
ま
れ

た
。
１
９
３
７
年
6
月
に
成
立
し
た
近
衛
文
麿

内
閣
は
さ
ら
に
巨
額
の
軍
事
予
算
を
編
成
し
た
。

１
９
３
７
年
7
月
に
は
日
中
戦
争
が
は
じ
ま
っ
た

が
、
戦
争
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
軍
事
費
は
増
加

し
た
。
そ
の
た
め
に
相
次
い
で
増
税
も
実
施
さ
れ

た
。
戦
争
遂
行
体
制
確
立
の
た
め
、
近
衛
内
閣
は

「
臨
時
資
金
調
整
法
」「
輸
出
入
品
等
臨
時
措
置
法
」

な
ど
を
制
定
、
軍
需
産
業
に
資
金
や
輸
入
資
材
を

中
心
的
に
割
り
当
て
る
こ
と
に
し
た
。
１
９
３
８

年
度
以
降
、
企
画
院
が
「
物
資
動
員
計
画
」
を
作

成
し
、
軍
需
品
が
優
先
的
に
生
産
さ
れ
た
。
こ
の

よ
う
に
政
府
は
戦
争
遂
行
体
制
の
た
め
、
経
済
や

社
会
の
領
域
に
も
統
制
・
介
入
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。い

ま
、「
新
た
な
戦
前
」
と
言
わ
れ
る
。
今
ま

で
簡
単
に
紹
介
し
た
歴
史
、「
軍
事
費
大
増
額
」「
増


	



